
３　本年度の重点目標

５　総括表

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当 具体的方策

学校
運営

○学校経営方針 ・本年度の学校目標の周知 教頭

・職員会議・生徒集会等で具体的にわかり
やすく説明する。
・保護者へは学校便り・ＰＴＡ総会等で具体
的にわかりやすく説明する。
・学校パンフレットの配布をする。

・授業研究会の充実
・講師を招聘した授業研究会を充実させる。
・研究授業を全員１度は実施する。

・職員研修の充実

・専門機関との連携により、講師を招聘す
る。
・積極的に教育センター等の研修会に参加
する。

○危機管理体制
・不審者対応や交通事故等の
　ための組織作り

教頭

・危機管理マニュアルを使った研修会を実
施する。
・危機管理マニュアルをもとにした避難訓
練・防犯訓練の実施する。

教育
活動

○小中連携 ・雄飛学園の充実
小中連携
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

・９年間の教科カリキュラム作成に向けて小
中合同研修会及び各種打合会を実施する。
・小学校の授業参観をする。

○ひらかれた学校
　つくり

・異世代交流を生かした地域
　との交流の充実
・教育情報の発信。

教務

・公民館などを通して地域人材の活用をす
る。
・学校便りを、公民館を通して全所帯に配布
する。
・ＨＰを随時更新する。
・生徒会による地域への広報活動を推進す
る。

○学校事務 ・予算の適切な執行
事務長・
　教頭

・リサイクル・リユース・リデュースに努める。
・節電・節水のステッカーを見えるところに掲
示する。

●学力向上

・ＴＴ・少人数指導による学力
の
　向上
・金泉授業の研究会の実施

研究主任

・ＴＴや少人数指導法の工夫をする。
・ＡＬＴと担任による授業の充実。
・漢字検定・英語検定等をすすめる。
・選択授業の充実を図る。
・研究授業を全員１度は行う。
・先進的な授業研に参加する。

●心の教育
・道徳時間の充実
・人権・同和教育の充実

道徳担当
・毎月のいじめ・命の日のお話タイムを全職
員で実施する。
・人権・同和教育発表会を開く。

○教育相談 ・教育相談の充実
教育相談
部会

・学期ごとの教育相談週間を実施する。
・月１回の連絡会を実施し共通理解を図る。
・グループローラーの充実を図る。

○生徒指導
・小中一体となった開発的生
徒
　指導の充実。

生徒指導
部会

・生徒理解に関する研修会を長期休業中に
実施する。
・朝の挨拶運動と下校指導を全職員で当た
る。
・新聞やニュース等の事件・事故等を活用
し、朝の会・帰りの会で適時知らせる。

○進路指導 ・進路指導の充実。
進路指導
部会

・１年で職業調べを実施する。
・２年で職場体験や先輩に学ぶ会を実施す
る。
・３年で高校訪問、高校説明会を実施する。

○特別支援教育 ・特別支援教育の充実。
特別支援
委員会

・特別支援に関わる研修会を長期休業中に
実施する。
・特別支援委員会を定期的にひらく。

●健康・体つくり ・健康な体作りの推進 保体部会

・専門家による健康講話を実施する。
・校医さんとの連絡会を持ち、指導を受けた
ことを保護者に知らせる。。
・朝食の喫食率調査を行い食育について指
導する。

○読書指導
・学校図書館の活性化と個人
　読書の推進

図書部会

・朝の読書タイムを週４回実施する。
・毎月１回読書ボランティアによる読み語り
の実施。
・生徒会図書部による図書館祭りや図書館
便りを充実させる。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

目指す学校像　①子どもが主役になって活躍する学校　②活気あふれ、毎日が楽しい学校　③保護者・地域から信頼される学校
目指す教員像　①「授業で勝負」と言える教師　②組織の一員として、一致した行動がとれる教師　③「全体の奉仕者」を自覚・実践できる教師
目指す生徒像　①思いやりの心を持ち、協力し合う生徒　②自ら考え、実践する生徒　③地域を愛し、地域に貢献する生徒

２　学校経営ビジョン

・服務規律及び職員の資質の向上を図る。
・情報教育や特別支援教育等の研修会を充実させ
る。

・９年間を見通した教育計画を作成する。

・地域行事やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを通した交流の充実を図る。
・公民館行事との連携を図る。
・学校便りなどで、保護者や地域に向けた情報を発
信する。

・光熱費・消耗品の削減等に努める。
・職員の環境ＩＳＯの徹底。

・スクールカウンセラーとの連携を図る。
・不登校生徒「０」を目指す。

・情報を共有化し、職員間の共通理解を図る。
・指導の「０基準」を大切にし、揃っていく生徒指導
を充実させる。

・学年に応じた進路学習の充実を図る。
・望ましい勤労観や職業観を身につけさせる。

・全職員が共通理解をはかり、指導の徹底を図る。
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○教職員の資質向上

○学力向上
○課題のある生徒への指導
○雄飛学園の充実

具体的目標

・教職員・生徒・保護者に周知する。認知度
を８０％以上にする。

「元気あふれる学校」

１　学校教育目標

４　前年度の成果と課題
・本校が取り組んでいる開発的なかかわりを基本においた雄飛学園構想・元
気あふれる学校づくりについては校区内に浸透してきている。・前年度は雄飛
学園ＰＴＡ新聞を３校で協力し発行することができた。本年度は、雄飛学園構
想をより深く、理解・協力していただけるよう校区内全所帯に配布する。・学力
向上については意欲的に授業に取り組んでいる姿が見られた。授業実践をし
ながら、校内での研修会で深めていく必要がある。

・朝食の喫食率を９０パーセント以上にする。
・部活動加入率を９０パーセント以上にする。

・朝の読書タイムの充実
・読書量の増進

教頭

・危機管理マニュアルを更新し、組織として対応す
る。
・避難訓練や防犯訓練の実施。

・金泉授業を取り入れた各教科の授業研究会に取
り組む。
・「まなび合い」の授業を研究する。

・ＮＲＴ、学力・学習状況調査の分析を行い、実態と
本校の対応を公表する。
・授業研究会の実施する。

・学校行事やボランティア行事を通して、道徳的心
情を豊かにする。
・認め合う集団、いじめや差別を許さぬ集団づくり


